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5. 各附属学校のイングリッシュルーム活動
 

提出期限：令和 6年 2 月 16日（金） 

提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

附属小学校 1 
 2 
 3 
 4 
１． 活動報告   5 

① 筑波大学留学生との交流会 6 
小学校では、筑波大学に在籍している留学生との交流を継続して行ってきた。本年度は、12 月に、7 

ミャンマー、韓国、ナイジェリア、ガーナ、ボツワナ、アゼルバイジャン、ルワンダ、リベリア、ジ8 
ンバブエから来日している筑波大学の留学生との交流会を高学年のクラスごとに実施することができ9 
た。 10 
この交流は、英語を使ってコミュニケーションを図ることができる貴重な場であるとともに、自己11 

紹介や質問タイムを通して留学生と関わり、他国の様子を実際に聞くことを通して異文化理解を深め12 
る機会となっている。事前に準備した英語の質問を聞いたり、グループごとにゲストを紹介するポス13 
ターを作製したりするなど、ひとりひとりが留学生と関われる時間をもつことができた。 14 
 15 
 16 
 17 
 18 
 19 
 20 
 21 
 22 
 23 
 24 
 25 
 26 
 27 
 28 
（児童生徒の感想） 29 
・５年：僕は発音よく質問することを目標にしていたけれど、それがよくできたと思う。色々な国か30 
ら来ていて、お話ができてよかった。 31 
・５年：初めてアフリカ出身の人と話すことができました。とても緊張したけれど、英語で話せてう32 
れしかったです。 33 
・６年：去年より英語でコミュニケーションがとれたような気がします。いつも緊張するけれど、は34 
なしてみるととてもいいひとでした。また交流会で話してみたいです。 35 
・６年：準備した質問はよくできました。英語のクイズも楽しめました。ただ、言いたいことが英語36 
で言えない時もあって、なかなか大変でした。 37 
 38 

② ALTの先生との個別交流・ハワイ事前研修 39 
ALTの先生とのイングリッシュルーム（Lily’s room）を開設し、中休み、昼休みの時間に１年か40 

ら６年までの交流したい希望者を募って実施した。本年度は低学年だけでなく、中学年、高学年の利41 
用もあり、英語に触れながら楽しく ALTの先生と活動する様子がみられた。小学校で英語の授業が42 
はじまるのが３年であるが、幅広い学年の児童が積極的にリリー先生と関わりをもち、英語に触れる43 
機会をつくれたことは成果であった。 44 

体験を通して他者理解、異文化理解の充実を図る 
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各附属学校のイングリッシュルーム活動 

提出期限：令和 6年 2 月 16 日（金） 

提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

また、本年度はハワイ研修に参加する児童の事前研修の時間としても利用し、自己紹介や簡単な1 
英語のやりとりを学ぶ時間を設けた。英語で自己表現することにまだ慣れていない児童もいるなか2 
で、３月のハワイ研修を見据えて、英語でのやりとりを学習する場となった。 3 
 4 

 5 
（児童生徒の感想） 6 
３年：ハロウィンの時に、リリー先生と一緒に折り紙を使って飾り物をつくったのが楽しかった。英7 
語でハロウィンの単語も一緒に教えくれました。 8 
４年：ハワイ研修に向けて、自己紹介を練習しました。最初はうまく言えなかったけど、少しずつ上9 
手になってきました。 10 
５年：授業では ALTの先生と一緒の授業がないので、楽しく会話ができてよかったです。 11 
５年：リリー先生が音楽をかけて歌を教えてくれたり、カードゲームをするのが楽しかったです。 12 
 13 
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提出期限：令和 6年 2 月 16 日（金） 

提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

附属中学校 1 
 2 
 3 
 4 
１．活動報告 5 
 6 
基本的には例年通り実施 7 
 8 

・前期は週１回（水曜日）、後期は週２回（火・水曜日）、昼休みと放課後に開設する。 9 
・開室中は通常授業の Team-teaching の ALT が常駐する。 10 
・利用時間は１枠 15 分交代、利用人数は１枠２名までを原則とする。 11 
・生徒は部屋の扉にある表に名前を記入して予約する。 12 
・アメリカ短期留学プログラム・国際交流プログラム参加生徒は積極的に活用するように呼びかけ13 

る。 14 
・来室した生徒を毎週記録しておく。 15 
・１年生の利用は後期からとする。 16 
・アメリカ短期留学プログラムの写真や参加者レポート、その他国際関係のチラシやポスターを部17 

屋の外に展示している。 18 
・多読用の本を準備し、待ち時間に読めるようにしている。 19 

 20 
２．生徒の感想 21 
 22 
・うまく話せないことが多いけれど、その「話せなかったな」「こんなこと言いたかったな」という気 23 

持ちが出てきて、もっと頑張って勉強しようという気持ちになる。これからもたくさん行って、も 24 
っと話せるようになりたい（２年） 25 
 26 

・言っていることがわからない時にも、先生は優しく、絵やジェスチャーをつかってわかりやすく説 27 
明してくれるので、助かる。そのような経験を積み上げていくうちに、だんだんわかるようになっ28 

てきて、とても楽しくなってきている。（２年） 29 
 30 

・何回も繰り返して来室していると、言いたいことが言えるようになってくる実感があって嬉しい。 31 
授業でいざ話す場面になったときも、緊張するけれど、前よりは自信をもって言えるようになっ 32 
たと思う。（１年） 33 

 34 
・授業で教わったことが実際に通じたときがとても嬉しい。発表があるときには、その練習もしてく 35 

れるので、とても役に立っていると思う。（１年） 36 
 37 
 38 
 39 
 40 
 41 
 42 
 43 
 44 
 45 

附属中学校 English Room 活動報告 



  63  

附
属
学
校
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
活
動

附属高等学校 

 
 
 
１．活動報告 

① Mac Rae 先生（附属中学校のイングリッシュルームも担当）による英語指導 

各国際交流プログラムに参加する生徒に対しての研修を、前期の木曜日・金曜日の放課後に実施し

た（各曜日 120 分×３回）。また、希望する生徒に対しての個人または少人数指導（英会話・スピー

チ・面接・英作文等）を、前期および後期の木曜日・金曜日の放課後と金曜日の昼休みに行った（１

コマ 20 分）。 

さらに、昨年度に続き、スタンフォード大学が提供するオンライン授業（Stanford e-Japan）への参

加希望者に対しての指導も行った。Stanford e-Japan に出願する際には志望動機等の英文エッセイが

求められるため、メールを通じて、希望する生徒の英文添削をしていただいた。 

② Juppe 先生（本校 ALT）による英語指導 

火曜日の放課後に、本校の英字新聞部の活動に参加していただいた。今年度は英字新聞の発行はな

かったが、英語による日常会話やディスカッション、ディベートの指導を行っていただいた。 

 

今年度「イングリッシュルーム」を活用した生徒の目的をまとめると、以下のようになる。 

・国際交流事業への参加が決定した生徒の準備（１、２年生） 

・大学入試に向けた英語のエッセイの添削、及び英語面接の練習（３年生） 

・Stanford e-Japan に申し込む書類の添削（１、２年生） 

・「論理・表現Ⅰ」の授業で行うスピーチの原稿の添削とスピーチ練習（１年生） 

・英語の運用能力を伸ばすため（１～３年生） 

＊利用者数は、2024 年１月現在 58 名 

２．生徒の感想 

本校には英語のアウトプットスキルを伸ばしたいと考えるモチベーションの高い生徒が多く、「イ

ングリッシュルーム」は欠かせない存在となっている。以下は、生徒によるコメントの一部である。 

 私の英語の文法がおかしくてもマクレイ先生は理解して正しい英

語にしてくださるので、安心して話すことができました。 

 プレゼンテーションで使用するポスターの英語表記について指導

していただきました。ネイティブでなければわからない英語の感覚

なども教えていただき、フォーマルな英文の作成に役立ちました。 

 好きな本や授業で行うスピーチのテーマについて話し合いました。

スラスラ話せなくても先生が言いたいことを汲み取ってまとめてくださるので、「こう言えばよ

かったんだ」とわかり、スッキリします。 

 英語でおしゃべりするだけではなく、プレゼンに対するアドバイスもいただき、感謝しています。 

 

３．今後へ向けて 

コロナ禍による制限が緩和された今年度は、４年ぶりに海外渡航を含めた国際交流が行われ、それ

に向けた研修を実施できたことが大きな成果である。来年度以降はさらに対面による交流が増える見

込みであるため、生徒が自信を持って交流に臨めるよう、引き続き充実した研修を提供したい。 

また、「イングリッシュルーム」は、経験豊富なネイティブの先生から個人のニーズに合わせた指導

を受けられる貴重な機会である。より多くの生徒が英語運用能力を高められるよう、積極的に周知す

るなどして、活動をさらに活発なものにしていこうと考えている。 

附属高等学校のイングリッシュルーム活動について 
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各附属学校のイングリッシュルーム活動

附属駒場中・高等学校 

１．活動報告 

English Room は生徒が自由に参加できる実践的英語コ

ミュニケーション能力育成の機会としてスタートした。講

師を主に東京大学の大学院留学生に依頼し、生徒の興味関

心に合わせて英会話の練習をして頂いてきた。

近年では、中 3 テーマ学習・高 2 課題研究での講師や生

徒の発表指導、台中一中や釜山国際高校に派遣される生徒

たちの発表原稿・プレゼン指導などにもご尽力頂いてい

る。English Room 講師は主に大学院留学生（修士課程・博

士課程）である為、様々な場面でのプレゼンテーション指

導に優れており、生徒達のプレゼンテーションの内容・英語両面のアドバイスから効果的なスライド

作成・提示の仕方まで、きめ細やかにアドバイスをして頂いている。上記の総合学習の発表会・リハ

ーサルでは優れた聴衆として生徒達のモチベーションを上げてくれている。

また、ディベートの分野で活躍する卒業生に講師を務めてもらい、語学部のディベートチームへの

トレーニングに注力して頂く機会も増えている。その結果、日本高校生パーラメンタリーディベート

連盟（HPDU）主催の即興型英語ディベート全国大会において４年連続で決勝戦に進出という快挙を

成し遂げた。その他、授業でも実施可能な PDA 形式の大

会での優勝を含む上位入賞・世界交流大会出場、更には高

校生の世界大会（World Schools Debating Championship）の

日本代表チームの選手として選抜される等の好成績を収

める事例も増えてきている。

コロナ禍以降、特に外国人留学生の新しい講師の確保が

難しい状況が続いている為、社会人のビジネスパーソンを

含む理系の研究者以外の方に講師を務めていただく機会

も増えてきている。特に、今年度は英語プレゼンテーショ

ン指導の専門家である Mr. Gary Vierheller と Mrs. Sachiyo Vierhellerご夫妻による講座も English Room
の企画として実施した。また、本校の ALT の先生方にも放課後に講師を務めて頂く等、より多くの生

徒たちにこのプログラムの利益が還元できるよう、実施可能な形態を模索している。今後も英会話に

留まらない高度な英語運用能力の育成を目指した実践を続けたい。

２．児童生徒の感想 

l (発表)当日は大勢の見知らぬ人の前で話す緊張感の中で

も、Vierheller 先生に習った、ジェスチャーやアイコン

タクトなどの技術をある程度織り交ぜながら発表がで

きたと思う。しかし、Vierheller 先生の講義から本番ま

で時間がなかったこともあり、まだまだ練習が足りな

かった、またこれから様々な発表の場を経験すること

で、慣れていかないといけないということに気づい

た。

（文責：英語科 須田智之、阪田卓洋）

English Room 実践報告 
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 1 
附属坂戸高等学校 2 

 3 
 4 
 5 
① 活動報告 6 
1. 東京国際大学との交流 7 

今年も東京国際大学の協力を得て日本に留学中の学生を派遣してもらうことができた。昨年行った8 
プログラムが好評だったため、今年は規模を拡大して夏季休業中の丸一日をかけたため留学生 10 名、9 
本校生徒のべ 90 名ほどが参加する大盛況となった。留学生たちの出身国はインドネシア、マレーシ10 
ア、ベトナム、スリランカなど多岐にわたり、ディスカッションから体を動かす遊びまで、生徒たち11 
が英語レベルに合わせて活動を選べるよう、ブースを作ってもらった。また、今回の参加留学生は日12 
本で学位取得予定の正規留学生ということで、大学生活や進路決定について尋ねることもできた。当13 
日の運営はすべて生徒団体が行い、留学生をもてなすための和太鼓の体験なども自分たちで企画・実14 
演した。日本に来てからコロナ禍であまり交流ができない日々が続いた留学生は交流への意欲は高く、15 
お互いに実り多い時間をすごすことができたことが留学生対象の事後アンケートや東京国際大学と16 
のふりかえり会からもうかがえた。 17 
 18 
２．ALT によるイングリッシュランチ 19 
 今年度より週に 1 回、本校 ALT と昼休みにホールで一緒にランチをとる会を設けた。休憩時間だと20 
リラックスして話すことができ、放課後は課外活動に使うことができる。思い切り英語で話したい帰21 
国生の憩いの場や、異なる学年の生徒と交流したりする場にもなっているようである。 22 
 23 

 24 
② 児童生徒の感想 25 

東京国際大学とのイベント後は参加者にアンケートを実施した。「普段外国の方々と話す機会がな26 
くて、勝手に話すのが怖いと思っていたのですが、全然そんなことなくて、自分の外国の人と話す27 
抵抗がなくなる良い機会になりました。」「この交流は、留学生の人がとてもリアクションをしてく28 
れて話しやすかったのと、英語がわからなかった時、日本語で対応してくれたところや、質問で大29 
学の決め方や自分の学部の良し悪しを聞くことができとても参考になった。」「前回参加した交流会30 
より沢山のことを会話出来た。インドネシア語を勉強していたので、インドネシアから来た人とイ31 
ンドネシア語で会話が出来た。インドネシアの伝統的なおもちゃや服を教えてもらった。とても楽32 
しかった。」など、各生徒が国際交流に勇気をもって踏み出した様子がわかる。1 年次が主に参加し33 
たので、大掛かりで楽しいイベントが本校での国際交流にあこがれを抱いていた新入生たちの背中34 
を押すきっかけとなった。今後の希望として「日本語禁止で何かゲームをしてみたい」「直接英語を35 
使った活動をしてみたいです」という回答も多く、語学学習への動機づけにもなったようである。 36 

各生徒のニーズに応えるイングリッシュルーム 
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提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

附属視覚特別支援学校 1 
 2 
 3 
 4 
【小学部】 5 
 小学部では今年度も、３・４年生外国語の授業に Nancy 先生、５・６年生外国語の授業に Ruth 先6 
生をお迎えし、月１回ネイティブの英語に触れる機会を設けました。また昨年度、初めての試みとし7 
て実施した１・２年生に向けたイングリッシュワークショップに、今年度は Nancy 先生を ALT とし8 
て迎えました。ここでは、３年生の外国語活動と、１・２年生のイングリッシュワークショップでの9 
様子をお伝えします。 10 

３年生では、今年度から外国語活動の学習が始まり、毎回意欲的に取り組む姿がありました。Nancy11 
先生との初回の授業では、英語で自己紹介をしたり、“What’s this?”ゲームをしたりしました。初め12 
は緊張気味だった子どもたちですが、Nancy 先生のあたたかい授業の雰囲気にだんだんと緊張もほぐ13 
れていったようでした。この日は、母の日が近いということで、最後の工作の時間には、お花紙で花14 
束を作ったり、動くちょうちょうを飛ばしたりしてプレゼントを制作しました。子どもたちは、「見15 
て！」「ちょうちょう、今こうやって飛んでいるの！」と、互いの作品を鑑賞しあいました。11 月の16 
授業では、Nancy 先生とアルファベットブロックで単語作りをしたり、工作をしたりしました。工作17 
では、「収穫祭」でよく食べられるという七面鳥を作りました。工作の直前には、本物の鳥の羽や畑に18 
立たせるかかしの人形を見せてもらったり触らせてもらったりして、イメージを膨らませていました。 19 

Nancy 先生との授業の回数を重ねていくにつれ、英語での簡単なあいさつや“How are you?”“I`m 20 
fine.”“I`m hungry.”のようなやりとりにも慣れていき、制作活動にも毎回楽しんで取り組みました。 21 
  22 
 23 
 24 
 25 
 26 
 27 
 28 
   アルファベットブロックでの単語作り          絵を見て英単語の学習 29 

１月と２月の２回実施した１・２年生のイングリッシュワークショップでは、１・２年生の児童が30 
自分の名前を英語で紹介したり、音楽に合わせて身体を動かしたりすることで英語に親しみました。31 
初めての英語の授業に緊張した様子の子どもたちでしたが、Baby Shark の歌では、歌詞を聞きながら32 
指や手全体を使って、Baby Shark、Mommy Shark、Daddy Shark、Grandma Shark、Grandpa Shark33 
を表現しました。両手でサメの口を表現し、子どもたちが自分で考え、その動きを大きくしたり、小34 
さくしたり、ゆっくりしたりして表現していました。Head shoulders knees and toes では、Nancy 先35 
生が一つ一つの単語を英語と日本語で説明してくださり、単語が示す体の部位を全員で一緒に確認し36 
ました。何度か練習したあと、だんだんスピードが速くなるバー37 
ションに合わせて、楽しく身体を動かしました。その他、Finger 38 
Family、Row Row Row Your Boat では、歌にでてくる単語を皆39 
で言ってみたり、その単語が意味する動作を行ったりして英語40 
体験をしました。 41 

この機会が、３年生から始まる外国語活動に向けて、英語に触42 
れ、英語学習を楽しむ経験となってくれたことと思います。                    43 

（文責：岡宮 彩菜、亀井 笑） 44 
音楽に合わせて体を動かして表現する様子 45 

附属視覚特別支援学校のイングリッシュルーム活動 
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提出期限：令和 6年 2 月 16日（金） 

提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

【中学部・高等部】 1 
１．活動報告 2 
 中学部では、ロシア出身の方を講師に迎え、10 月から２月までに１年生が２回、２年生が２回、３3 
年生が３回、総合的な学習の時間を利用して対面で実施することができた。母語を違える者同士でも4 
英語を使うことでコミュニケーションを取ることができると実感できる、良い経験になった。 5 
 どの学年も、初回はお互いに自己紹介をし、２回目以降は、講師の方が来日した際に驚いたことや6 
困ったことや、日英露での動物の鳴き声を表現する方法の違い、日本で旅行するのにお薦めの場所な7 
ど、それぞれの学年の状況に合わせた内容を話し合うことができた。生徒にとっては、英語を使う経8 
験に加えて、異文化を知る機会も得られ、英語ネイティブの方とのコミュニケーションとは異なる、9 
充実した学びとなった。 10 
 高等部では、６月から３月まで、計 27 回のイングリッシュルーム活動を実施した。そのうち、2211 
回の講師は、昨年度と同様、ニュージーランド出身のネイティブスピーカーに依頼した。方法はオン12 
ラインで１対１とし、１人６～８分間を確保した。また、クラスを二分し、火曜日を高１高２、金曜13 
日は高３を対象とした。講師の先生が話題を用意してくださり、生徒も苦労しながらもコミュニケー14 
ションを楽しんでいた。 15 
 また、５回についてはロシア出身の講師に来校していただき、対面で実施した。各クラスで希望者16 
を募り、グループで１人１・２問の質問を尋ねるという形式で行った。普段あまりロシア文化に触れ17 
ることのない多くの生徒にとって、刺激的な時間となった。 18 
 19 
２．生徒の感想 20 
【中学部】 21 
・英語で会話をする機会が少ないので、自分のことを話せてすごく勉強になりました。自分が話すだ22 
けではなく、先生の出身の国の話を聞くこともできて楽しかったです。 23 
・はじめは緊張していましたが、最後の時には英語でお薦めの場所を伝えることができ、人に自分の24 
好きなことを伝えられる楽しさを知りました。また、実際に会ってお話しできたのでネイティブなイ25 
ントネーションも聞け、少しずつリスニングもできるようになりました。知らない単語があってもそ26 
の他の知っている単語を聞いて想像したり、反応を聞いて相手が笑ってくれているなどがわかった27 
り、これからコミュニケーションを取るうえで必要な技術も身につけられたと思いました。とても楽28 
しく交流できて嬉しかったです。ありがとうございました。 29 
【高等部】 30 
・イングリッシュルームで、毎回８分間一対一でネイティブの方とコミュニケーションができるとい31 
う貴重なお時間をいただくことができました。自分の将来像から日本の文化まで幅広いテーマについ32 
て会話ができ、自分が伝えたいことを英語で話す力を向上させることができました。またロシアから33 
いらした先生とのクラスでは、丁寧に１人１人の質問を聞いてくださり、１時間のグループトークを34 
通してこれまでほとんど知識のなかったロシアについて様々な面から知ることができました。先生は35 
日本に強い興味を持ってくださっていて、日本の話題も多く、両国を比較することによって、異文化36 
理解を深めることができました。英語のスピーキング力は自主学習では鍛えることはなかなか難しい37 
ため、定期的に英語で話す時間をいただけたことをうれしく思っています。 38 
・私はそこまで英語が話せるわけではありませんが、アベッシュ先生がリードしてくださりわかりや39 
すい質問をしてくれたので話しやすかったです。特にイングリッシュルームのある季節に合わせた会40 
話で、秋に何をするかなどの質問が日常的で答えやすかったです。また自分の進路のことや目標を英41 
語で話す練習もしました。なかなかやらないことなので単語がわからない部分なども多々ありました42 
が、回を重ねるごとに少しずつ上達していったと思います。３年間イングリッシュルームをやって実43 
際に海外の人と一対一で話すことができて、自分の英会話能力が向上したと実感できました。 44 

（文責：片山 翔） 45 
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１．活動報告 

本校の子どもたちは、音声に加え非言語情報（話し手の表情や口の動き）、視覚情報（文字、絵等）

など様々な情報から話の内容を理解しコミュニケーションを取っている。そのため、イングリッシュ

ルームにおいても音声認識ソフトや文字情報を提示して英語によるコミュニケーションを楽しむ工夫

をしている。 
 

① 小学部 

小学部のイングリッシュルームは１～４年生は各学年２回、５・６年生は各学年３回実施した。 

１年生はアルファベットや数字を使った活動を、２年生は学校で収穫した野菜について英語でや

り取りをした。自分の話が伝わるととても喜んでいた。 

３年生と４年生は英語で自己紹介をするとともに、英語で質問をする活動をした。“Do you like

～?”、“What～do you like?”などの英文を使って、日本やアメリカでの生活について、たくさん質

問をすることができた。講師は写真なども使って、児童が興

味をもっているアメリカの食べ物やテレビゲームのことなど

たくさんやり取りをすることができた。 

５年生は “I like～. How about you?”“How many～do 

you have?”などの英文を使ってやり取りをした。６年生は

自分が住む町について英語で発表するとともに、これまで学

習した英文で質問をする活動をした。児童たちは自分が作っ

た英文が講師に伝わるうれしさを感じるとともに、日本とは

異なるアメリカの文化を学ぶ貴重な機会になった。 

 

② 中学部 

中学部では以前からお世話になっている外国人講師をお迎えし、昼休みにイングリッシュルーム

を開設している。中学生の場合は使用できる語彙や文法が学年によって著しく異なるため、学級ごと

に日を指定して行っている。日を指定することにより、英語に苦手意識がある生徒も講師とのコミュ

ニケーションを確実に体験する機会をもつことができる。また、指定の学級以外の生徒も出入りする

ことができるようにしているので、昼食が終わって講師のいる教室に来て話している様子もよく見ら

れる。上級生が下級生に英単語を教えたり、説明をしたりする場面もあり、異学年の生徒同士が英語

を使って交流する機会ともなっている。 
講師にはあらかじめ生徒が学習している教科書の内容や

文法を伝え、導入の発問やスピーチを考えていただいている。

講師は日本で長く英会話教室を営んでいる方で、日本人に多

い間違いに熟知しており、きちんと答えられるか試すような

質問をすることもある。例えば、生徒があまり深く考えず

Yes あるいは No だけを答えてしまうと、さらに質問を重ね

ていき、本当は「分からない」と答えたり、より詳しい情報

も加えたりすべきだったと生徒が気付くような場面がある。

また、質問に答えた後の話題のふくらませ方など生きたコミ

ュニケーションを実感できる機会となっている。 

「わかった、伝わった、楽しい」イングリッシュルームを目指して 
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[ここに入力] 
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③ 高等部普通科 

高等部普通科では、昼休みの時間を使って５回実施した。昨年度から継続している講師には、週

に１度、各学年、各クラスの英語の授業に協力していただいている。イングリッシュルームでは、参

加した生徒の興味あることについて質疑応答を英語で行う形式で進めた。生徒は積極的に講師に質問

したり、話しかけたりして、楽しく会話を進めることができた。本年度は、生徒がロイロノート・ス

クールのカードに質問や話題を書き込み、提出箱に提出し、そのカードに講師が答えを書き込む形式

で進めた。参加者が自由に講師に話しかけ、カードに答えを書き込み、話の流れが伝わりやすくした。

講師が覚えた手話を使いつつ、英語はカードに書き込むことで、より講師との会話を楽しめたようだ。 
参加した生徒は「最近流行っているものについて話すことができた。」「英語での会話表現が覚

えられた。」と感想を言っていた。イングリッシュルームは少人数で行われるので、講師に手話を教

えてあげたり、英語で話しかけたりと授業時よりも自由に話すことができたようだ。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

④  高等部専攻科 

専攻科では今年度、５回のイングリッシュルーム活動を実施した。普段は英語を使う機会が少な

い生徒たちにとって、英語を使用したコミュニケーションが大変良い経験となった。実施に際しては、

講師との事前の打ち合わせを行い、生徒が楽しめるような内容にした。また、音声認識アプリを利用

して情報保障を行い、オンライン掲示板アプリ Padlet をコミュニケーションツールとして活用した。

活動終了後、生徒たちからは「英語で話すのは苦手だったが、身振りでも伝わり、楽しい思い出を作

れた。」「先生はとても明るく、表情豊かで、

英文だけで理解しきれなかったところもジェス

チャーなどを使ってくださり、分かりやすかっ

た。」「先生から見た日本が、私たちとは異な

る視点で話されていたのが印象的でした。」

「将来はアメリカの観光地などに行ってみたい

と思いました。」「先生と過ごす時間が終わっ

てしまい、改めて寂しいと実感しました。また

一緒にお話しできることを期待しています。」

といった感想が寄せられた。イングリッシュル

ームを通じて、生徒一人ひとりが英語によるコ

ミュニケーションや異文化交流の楽しさを実感

できた。 
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各附属学校のイングリッシュルーム活動 

提出期限：令和 6年 2 月 16日（金） 

提出先：企画推進課（教育振興・国際担当）kikaku-kokusai@un.tsukuba.ac.jp 

附属大塚特別支援学校 1 
 2 
 3 
 4 

ALT（Assistant Language Teacher）による外国語（英語）学習 5 
 本校では今年度も Lily 先生に来校していただき、各学級年に４回程度の授業を実施した。 6 

年度初めには ALT との打ち合わせを実施した。大まかな幼児児童生徒の実態を伝え、年間の指導計7 
画で見通しを共有した。また、学期ごとに ALT と授業について話し合う時間を設け、子どもの実態や8 
指導内容について意見を交換し合った。1 学期末の話し合いでは、幼稚部から高等部まで同じような9 
教材を使用していることが課題として挙げられた。同じ教材を毎年繰り返し使用することで、学習を10 
積み重ねることができるという良さがある一方、生活年齢に合わせた教材を使用して学習をしていき11 
たいという意見が出た。その結果、２学期以降は各学級の実態に応じた内容や活動が増え、子供たち12 
にとってより興味関心の持てる時間となった。２学期末の話し合いでは、どの学級も以前より英語に13 
興味を持ち、楽しんでいる様子が報告された。これまでは英語で話すことが難しかった子供たちも、14 
少しずつ話すことができるようになり、コミュニケーションを楽しんでいる姿が多く見られた。 15 
 16 
 17 
 18 
 19 
 20 
 21 
 22 
 23 
 24 
 25 
 26 
 27 
 28 
 29 
 30 
 31 
 32 
 33 
 34 
 35 

（文責：長谷川 浩子） 36 

附属大塚特別支援学校のイングリッシュルーム活動 
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 1 
附属桐が丘特別支援学校 2 

 3 
 4 
 5 
１．活動報告 6 
 新型コロナウイルス感染拡大防止策が緩和され、対面実施の機会を確保することができた１年であ7 
った。昨年度は対面とオンラインとを併用させて行っていたが、児童生徒に ALT とのよりスムーズな8 
英語でのやり取りを実感してもらうべく、コロナ以前の形に戻して行った。当初は５月にイングリッ9 
シュルームを開始する予定であったが、ALT の都合により７月に始まった。参加した生徒にとっては10 
待ち望んでいたイングリッシュルームの開始となった様子であった。 11 
 定期的なイングリッシュルームでは、小学部は低学年、中学年、高学年と学年別に回数を確保し、12 
中学部と高等部は１学期は学部別に、２・３学期は合同で行い回数の確保に努めた。夏季休業期間中13 
のイングリッシュルームでも対面で実施し、各回４５分で行った。開催回数としては小学部５回×４14 
日間、中・高等部５回×１日で設定した。 15 
 夏季イングリッシュルームの実施内容としては、小学部は英語に慣れ親しむことができるよう、英16 
語を使って楽しむことを重視し、中・高等部は既習の知識をコミュニケーションの場で活用するとい17 
う視点から内容が構成された。（写真１４）具体的に小学部低学年では、アルファベットやフォニッ18 
クスを映像と共に歌ったり、指でアルファベットの文字をなぞったりしながら学習していた。中学年19 
では数字の読み方や、“Do you like～？”“Yes, I do.”や“No, I don’t.”のやり取りを歌いなが20 
らジェスチャーも交えながら表現していた。高学年では、おもちゃの受話器を使って電話での表現を21 
やり取りしたり、お店屋さんごっこででは“I want ～.  How much is this?”などの表現を小道具22 
を使ってよりリアルな形で行い、会話練習を楽しんでいた。中・高等部ではカードを使った会話練習23 
を中心に行った。（写真１５）例として、形容詞や動詞を覚えるために“Who am I?”クイズを行った24 
り、“fish”が単数形・複数形とも常に“fish”と数えることを理解するために“Do you have three 25 
yellow fish?”“Yes, I have three yellow fish.”など、カードゲームを通して表現を身に付けて26 
いた。中でも中学部の生徒はカードゲームに熱中するあまり、負けてしまうと泣き出しそうになった27 
り、勝てば喜びを爆発させていたりなど、単なるゲームとは捉えず真剣に勝負をして盛り上がってい28 
た。 29 

特に印象的であったのが、１学期の間不登校気味であった小学部の児童が、イングリッシュルー30 
ムに毎回通い続けることで自信を得て、２学期の登校に繋がったことである。理由はおそらく、遊び31 
を交えて楽しみながら行ったことはもちろん、その児童が取り組みやすくなるよう、ALT がその日の32 
児童のペースに合わせて取り組む内容を調整したためであると思われる。少人数で英会話を学べるた33 
め、不登校の児童生徒にとってもいい刺激になることがあるのだなと、改めてイングリッシュルーム 34 
の良さを実感した次第だ。 35 

（写真１４）                （写真１５） 36 

楽しみながら学ぶイングリッシュルーム 
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 1 
２．児童生徒の感想（児童生徒のアンケート回答より  回収数 小 30/36 中・高 39/55 ） 2 
 今年度のイングリッシュルームの取り組みについて、児童生徒へアンケートを行った。その中から3 
いくつか抜粋する。 4 
 5 
質問１．今年度の参加の状況について（青：参加   赤：不参加） 6 
 7 

 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 

        小学部                    中・高等部 16 
 17 
 18 
質問２. イングリッシュルームは楽しいですか。   ５ ・ ４ ・ ３ ・ ２ ・ １ 19 
                        ←とてもそう思う  全くそう思わない→ 20 

         小学部                  中・高等部 21 
 22 
 23 
質問３． イングリッシュルームは役立つことが学べますか。 24 

          小学部                 中・高等部 25 
 26 
 27 
質問４． イングリッシュルームに参加してきて自分は変わりましたか。 28 

          小学部                 中・高等部 29 
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 1 
【自由記述】 2 
質問５．イングリッシュルームで行ったことの中で、楽しかったことは何ですか。 3 
≪小学部≫ 4 
・ハロウィンパーティやクリスマスパーティのイベント 5 
・カードゲーム 6 
≪中・高等部≫ 7 
・カルタなどのカードゲームを通して英語を学べたこと。 8 
・冬休みの予定を伝え合ったこと。 9 
 10 
質問６．イングリッシュルームで行ったことの中で、難しかったことは何ですか。 11 
≪小学部≫ 12 
・先生がずっと英語で喋っていること。 13 
・歌 14 
≪中・高等部≫ 15 
・英語のじゃんけんで陣取り合戦をしたとき、手が動かしにくく難しかった。 16 
・英語を使って何かを発表するのが難しかった。 17 
 18 
質問７．イングリッシュルームに参加して自信は何か変わりましたか。 19 
≪小学部≫ 20 
・英語の授業でも話すように心がけるようになった。 21 
・英語をもっと話せるようになりたいなと思った。 22 
・英語を少しずつ話せるようになった。 23 
・英語をもっと好きになった。 24 
≪中・高等部≫ 25 
・英語の授業がさらに楽しくなった。 26 
・以前よりも英語に興味を持てるようになった。 27 
・英語を好きになった。 28 
・英語の勉強を頑張るようになり、英語関係の職に就きたいと考えるようになった。 29 
 30 
質問８．イングリッシュルームに参加しなかった理由は何ですか。 31 
≪小学部≫ 32 
・時間が合わない。 33 
・放課後だと疲れてしまうから。 34 
・放課後予定があり、参加したいができないから。 35 
≪中・高等部≫ 36 
・英語が苦手だから。 37 
・部活と重なっていて、曜日が合わないため。 38 
・身体を休めたいため。 39 
 40 
質問９．自由記述（今後の要望） 41 
≪小学部≫ 42 
・身体を動かしたりする英語ゲームをやりたい。 43 
・高学年のお兄さんお姉さんともに参加したいと思った。 44 
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・英語の歌をもっと知りたい。 1 
・子供としては雰囲気はとても楽しいと思っているようですが、オールイングリッシュが少し負担な2 
様子だ。とは言え、英語教室で日本語禁止にしている所は多いので、定期的に継続して通えるのであ3 
れば、今のままでもいいのかなと思う。今後も断続的ではありますが、利用させていただきます。4 
（保護者） 5 
≪中・高等部≫ 6 
・他学年と一緒に学べるのが楽しい。 7 
・英語の歌を歌う。 8 
・英語は得意ではなく恥ずかしいので、個別であれば参加できるかもしれない。 9 
・オンラインで海外の子どもたちと話したい。 10 
 11 
 アンケートの結果から課題として、小学部の参加率は高いが、中・高等部になると参加率が大幅に12 
下がる傾向がある。理由はおそらく、小学部では英語学習の導入として苦手意識を植え付けないよ13 
う、楽しむことを重視して内容が展開されていくが、中・高等部の生徒にとって、通常の授業で英語14 
学習の内容がより難しくなると、英語に対して苦手意識を持ってしまい、イングリッシュルームへの15 
参加が遠のくのではと予想される。一方、中・高等部の参加者の声として「英語は苦手だが、ゲーム16 
などで楽しく学べる。」「英語を話すことへの不安がなくなるため参加した。」「他の人とも会話できる17 
し、自分が知らない単語でも先輩たちが意味などを教えてくれるから。」など、参加してみると意外18 
と難しくなく楽しめるのだなと実感している様子がある。この実態を踏まえて、英語に苦手意識の強19 
い生徒には個別にイングリッシュルームの参加を呼び掛け、苦手意識の克服に繋げたいところだ。 20 
 他にも不参加の理由として、曜日や日時が合わないという回答が複数あった。このことは、当校に21 
在籍する児童生徒の中には遠距離の通学やリハビリテーションを含んだ定期通院など、放課後の活動22 
時間を確保することが難しいという背景も影響していると考えられる。そのような場合は、夏季イン23 
グリッシュルームを活用し、ALT と会話する機会を確保してもらえればと考える。今後はイングリッ24 
シュルームが英語に触れる機会、楽しむ機会、じっくりコミュニケーションをとる機会として機能25 
し、英語を幅広く活用できる場となるよう整えていきたい。 26 
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6. お わ り に
ポストコロナ本学附属学校の国際教育を振り返って

附属学校国際教育推進委員会 委員長　梶山　正明

　2023年度は、5月にCOVID-19の感染症法上の位置づけが季節性インフルエンザなどと同じ「5類」
に移行し、政府・大学による行動制限がなくなったことに伴い、対面による国際交流を再開した附属
学校が増加した。また、オンラインによる交流の継続や海外からの研修の受け入れなど、各附属学校
の特色を生かした国際交流が実施された。
　本報告書に記載されている交流先の国名を列挙すると、アジア（アゼルバイジャン、イラク、イン
ドネシア、ウズベキスタン、韓国、カンボジア、シンガポール、タイ、台湾、中国、ベトナム、ミャ
ンマー、モンゴル）、ヨーロッパ（イギリス、ジョージア、デンマーク、ドイツ、フランス）、南北ア
メリカ（アメリカ、ウルグアイ、カナダ、グアテマラ、コロンビア、ドミニカ、パラグアイ、ベリー
ズ、ペルー）、オセアニア（オーストラリア）、アフリカ（エジプト、シェラレオネ、ジンバブエ、ボ
ツワナ、ナイジェリア、マダガスカル、マラウイ、モーリシャス、モロッコ、リベリア，ルワンダ）
と、39 カ国におよぶ。
　各国との交流の形態はさまざまであるが、昨年度は附属坂戸高等学校 1校にとどまった学校主催の
海外研修が、附属小学校、中学校、高等学校、駒場高等学校の 4校を加えた計 5校で実施された。ま
た、行動制限下での交流の経験を生かしたオンライン等による交流を引き続き進めた学校もあり、海
外からの教員研修を受け入れた学校が多かったのも今年の特徴である。そのほか、留学生等を活用し
た交流、異文化理解イベントへの参加など、各校で児童・生徒の状況に合わせた国際交流の取り組み
が盛んにおこなわれた。活動の詳細については、各校の報告のページをご覧いただきたい。
　以上のように各附属学校における国際教育は、コロナ禍を経てさまざまな工夫を凝らして実践を進
めており、国際教育推進委員会の場などを活用しながら附属学校間における情報共有をさらに充実さ
せていきたい。また、こうした実践例について、より一層のブラッシュアップを図るとともに、国立
大学法人の附属学校として新たな国際交流のモデルとなるような取り組みについては、対外的な情報
発信を進めていきたいと考えている。
　一方、WWL事業においても、ALネットワーク、筑波大学の授業等のリソース、各附属学校の国
際交流のノウハウ等を活用し、次世代の人材育成を目指した国際教育を引き続き進めていきたい。そ
の一環として、昨年度採択された「個別最適な学習環境の構築に向けた研究開発事業」を推進し、今
年度試行的に実施した大学の授業の高校生による聴講を継続して実施するとともに、オンラインを中
心とした大学の授業の先取り履修コンテンツ提供の準備を進め、令和 7年度が開始目標の「大学の学
びの先取り履修システム」の構築を進めていく。
　国立大学法人の附属学校は、エネルギー・環境問題をはじめとする、地球規模の課題に立ち向かう
次世代のグローバル人材の育成に向けて、新たな教育課程や実践プログラムを開発するミッションを
帯びている。そこでは、環境や文化の異なる海外の人々と協働して国際的な課題の解決に取り組み、
その過程においてリーダーシップおよびフォロワーシップを発揮できる人材の育成が求められてい
る。引き続き、個々の附属学校が全国のセンター的な存在として先導的な教育活動を実践するととも
に、筑波大学の国際展開力を活用した高大連携による国際教育活動をさらに推進し、地球規模課題に
も地域的課題にも貢献できる人材の育成を目指していきたい。
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（資料）附属学校の国際交流協定締結状況�
（2019 年４月～ 2024 年３月）

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属小学校

附属中学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

中等教育全般 中学校のレベルで、生徒
の相互交流の意義とその
可能性を考慮したため

北京師範大学と筑波大学との交流を目的とし
て結ばれた協定のなかで、北京師範大学第二
附属高校と筑波大学附属中・高等学校及び附
属駒場中・高等学校も付随して結ばれたも
の。

現在、本校は実交流をしていないので、現状ではな
し。

現在は特になし 現在は特になし 現在、中学校（中等教育）レベ
ルでの実交流はされていない
が、今後将来に向け本協定が両
者間（中等教育）にとって有益
となる事例を検討していきた
い。

附属高等学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

教育に関する分野 相互の学校交流と生徒間
交流

筑波大学が北京師範大学と交流協定を結んだ
際、附属高等学校も交流組織の一つとして参
加した。

相互の文化交流と人的ネットワーク作り及び情報交
換

現在は特になし 現在は特になし 現在は特になし 2009 年 10 年に相互交流を
実施

附属駒場中・
高等学校

中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

北京師範大学附属実
験中学との中等教育
分野での交流

生徒の国際交流の促進 筑波大学と中華人民共和国北京師範大学との
交流協定締結に協力した。

この協定をきっかけに、2007 年、2008 年に
SSH（スーパーサイエンスハイスクール）事業で
訪問することができた。

SSH 事業として北京
を訪問

SSH 事業として北京を訪問

中華民国（台湾）
国立台中第一高級中学

2015.12.11 2015.12.11 ～
2020.12.10
2020.12.11 ～
2025.12.10

研究発表（主に理系
分野）、文化交流な
ど

両校は、学術交流と学校
間の提携を促進し、生徒
達の国際的な視野の拡大
を促進することを目的と
する。

本年 4 月、相手校から姉妹校協定締結の申
し出あり、5 月 1 日に本校校長他が訪問し
た際に詳細な打合せを行った。5 月 27 日、
相手校校長が来校し、詳細事項を詰めた。
2020 年 12 月、台中一中とのオンライン
研究交流の際に、オンライン上で本校と相手
校長が締結更新の調印を行った。

国立台中第一高級中学は理数系に優れ、大学からの
指導・サポートを受けていることなど、本学が取り
組む高大連携にとって非常に参考になる。

附属坂戸高等
学校

インドネシア共和国
ボゴール農科大学附属
コルニタ高等学校

2010.12.1 2023.2.10
～ 2028.2.9

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

交流は筑波大学農林技術センターが 2008
年に採択を受けた文部科学省「国際協力イニ
シアティブ」教育協力拠点形成事業に端を発
する。その後トヨタ財団「アジア隣人プログ
ラム」の助成を受けた活動や「アジア高校生
聞き書きプログラム」などで協働。

・本校の生徒に交換留学生としてインドネシアに渡
航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・インドネシアから筑波大学へ進学を希望する生徒
を発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の国際
協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

・交換留学（現地校で他の生徒と
ともに授業等に参加、期間は１ヶ
月程度～１年の間で状況に応じて
実施）
・プロジェクト活動（SGH 事業
における日本およびインドネシア
での合同フィールドワーク、環境
問題等についてのネット会議、な
ど）

インドネシア共和国
林業省附属林業教育セ
ンター

2013.3.19 2023 年度現在更
新手続き中

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

以前からの「アジア隣人プログラム」や「ア
ジア高校生聞き書きプログラム」等でのイン
ドネシアでの活動の際に協力を得たことから
交流が始まった。林業教育センター・インド
ネシア林業省・在日インドネシア大使館の強
い要望を受け協定締結に至った。

異文化理解の促進および協働学習活動を通じての国
際教育の実現。センターに附属する 5 つの学校が
インドネシア各地にあり、本校としても活動フィー
ルドを飛躍的に広げられる。付加的要素として将来
的にインドネシアから筑波大学へ進学を希望する生
徒を発掘できるかもしれない。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

現在、協定延長に関する協議を
継続中

インドネシア共和国
国立パダン第６高等学
校

2015.9.1 終了 国 際 協 働 学 習、
ESD，ユネスコス
クール間の国際ネッ
トワーク構築

生徒及び教師の異文化理
解及び国際的研究活動の
ため

2012 年 5 月のインドネシアユネスコ国内
委員会との交流を契機として、毎年本校と同
委員会との交流を深めていった。2014 年
ユネスコスクール関係者他が来校し、パダン
校から強い関心を示され、2015 年本校教
諭が訪問し準備を本格的に進めることで合意
した。

・附属坂戸高等学校のスーパーグローバルハイスク
ール事業に関する支援
・スーパーグローバル大学事業，大学の世界展開力
事業に対する支援
・ESD およびその後継事業である GAP 活動に関
する国際協力
・生物多様性保全に関する学術交流の促進支援

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

インドネシアユネスコ国内委員
会との連携

フィリピン大学附属ル
ーラル高等学校

2015.9.1 2016.11.1 ～
2021.10.31
2023 年度現在更
新手続き中

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において附
属高校フォーラムが開催された際に、国際教
育担当教員間で連携に向けた協議を開始。そ
の後、卒業研究に関する相互受入・支援、高
校生国際 ESD シンポジウムにおける協働活
動を重ね、2016 年に交流協定に関する合
意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生とフィリピンに渡航でき
る機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・フィリピンから筑波大学へ進学を希望する生徒を
発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の国際協
働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

インドネシア共和国
インドネシア教育大学
附属高等学校

2023.8.7 2023.8.7 ～
2028.8.6

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

インドネシア教育大学附属高等学校では、
ESD や SDGs に関係する探究活動も実施さ
れている。その成果は、本校が主催して実施
している「高校生国際 ESD シンポジウム」
に 2020 年度から参加している。また、
2020 年度から、SEAMEO の国際プロジ
ェクト SEA-teacher を相互に受け入れてお
り、本学の学類生の国際的な活動の推進にも
つながる。高校、大学双方に効果の期待でき
るため締結を行った。

・科学教育に熱心な高校であり、科学分野の探究活
動について、相互の知見の共有ができる。
・SEA-Teacher による国際教育実習で、受け入れ
側としては生徒、教員の国際化、送り出しとして
は、筑波大学の学類生が、海外で教育インターンシ
ップに取り組む際に、受け入れ側高校から多くの情
報を得ることができる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動

タイ
カセサート大学附属高
等学校

2017.11.9 2023.2.10
～ 2028.2.9

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において附
属高校フォーラムが開催された際に、国際教
育担当教員間で連携に向けた協議を開始。そ
の後、卒業研究に関する相互受入・支援、高
校生国際 ESD シンポジウムにおける協働活
動を重ね、2017 年に交流協定に関する合
意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生としてタイに渡航できる
機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・タイから筑波大学へ進学を希望する生徒を発掘で
きる。④高校生、学類生、大学院生の国際協働学習
の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）
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（資料）附属学校の国際交流協定締結状況�
（2019 年４月～ 2024 年３月）

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属小学校

附属中学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

中等教育全般 中学校のレベルで、生徒
の相互交流の意義とその
可能性を考慮したため

北京師範大学と筑波大学との交流を目的とし
て結ばれた協定のなかで、北京師範大学第二
附属高校と筑波大学附属中・高等学校及び附
属駒場中・高等学校も付随して結ばれたも
の。

現在、本校は実交流をしていないので、現状ではな
し。

現在は特になし 現在は特になし 現在、中学校（中等教育）レベ
ルでの実交流はされていない
が、今後将来に向け本協定が両
者間（中等教育）にとって有益
となる事例を検討していきた
い。

附属高等学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

教育に関する分野 相互の学校交流と生徒間
交流

筑波大学が北京師範大学と交流協定を結んだ
際、附属高等学校も交流組織の一つとして参
加した。

相互の文化交流と人的ネットワーク作り及び情報交
換

現在は特になし 現在は特になし 現在は特になし 2009 年 10 年に相互交流を
実施

附属駒場中・
高等学校

中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

北京師範大学附属実
験中学との中等教育
分野での交流

生徒の国際交流の促進 筑波大学と中華人民共和国北京師範大学との
交流協定締結に協力した。

この協定をきっかけに、2007 年、2008 年に
SSH（スーパーサイエンスハイスクール）事業で
訪問することができた。

SSH 事業として北京
を訪問

SSH 事業として北京を訪問

中華民国（台湾）
国立台中第一高級中学

2015.12.11 2015.12.11 ～
2020.12.10
2020.12.11 ～
2025.12.10

研究発表（主に理系
分野）、文化交流な
ど

両校は、学術交流と学校
間の提携を促進し、生徒
達の国際的な視野の拡大
を促進することを目的と
する。

本年 4 月、相手校から姉妹校協定締結の申
し出あり、5 月 1 日に本校校長他が訪問し
た際に詳細な打合せを行った。5 月 27 日、
相手校校長が来校し、詳細事項を詰めた。
2020 年 12 月、台中一中とのオンライン
研究交流の際に、オンライン上で本校と相手
校長が締結更新の調印を行った。

国立台中第一高級中学は理数系に優れ、大学からの
指導・サポートを受けていることなど、本学が取り
組む高大連携にとって非常に参考になる。

附属坂戸高等
学校

インドネシア共和国
ボゴール農科大学附属
コルニタ高等学校

2010.12.1 2023.2.10
～ 2028.2.9

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

交流は筑波大学農林技術センターが 2008
年に採択を受けた文部科学省「国際協力イニ
シアティブ」教育協力拠点形成事業に端を発
する。その後トヨタ財団「アジア隣人プログ
ラム」の助成を受けた活動や「アジア高校生
聞き書きプログラム」などで協働。

・本校の生徒に交換留学生としてインドネシアに渡
航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・インドネシアから筑波大学へ進学を希望する生徒
を発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の国際
協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

・交換留学（現地校で他の生徒と
ともに授業等に参加、期間は１ヶ
月程度～１年の間で状況に応じて
実施）
・プロジェクト活動（SGH 事業
における日本およびインドネシア
での合同フィールドワーク、環境
問題等についてのネット会議、な
ど）

インドネシア共和国
林業省附属林業教育セ
ンター

2013.3.19 2023 年度現在更
新手続き中

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

以前からの「アジア隣人プログラム」や「ア
ジア高校生聞き書きプログラム」等でのイン
ドネシアでの活動の際に協力を得たことから
交流が始まった。林業教育センター・インド
ネシア林業省・在日インドネシア大使館の強
い要望を受け協定締結に至った。

異文化理解の促進および協働学習活動を通じての国
際教育の実現。センターに附属する 5 つの学校が
インドネシア各地にあり、本校としても活動フィー
ルドを飛躍的に広げられる。付加的要素として将来
的にインドネシアから筑波大学へ進学を希望する生
徒を発掘できるかもしれない。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

現在、協定延長に関する協議を
継続中

インドネシア共和国
国立パダン第６高等学
校

2015.9.1 終了 国 際 協 働 学 習、
ESD，ユネスコス
クール間の国際ネッ
トワーク構築

生徒及び教師の異文化理
解及び国際的研究活動の
ため

2012 年 5 月のインドネシアユネスコ国内
委員会との交流を契機として、毎年本校と同
委員会との交流を深めていった。2014 年
ユネスコスクール関係者他が来校し、パダン
校から強い関心を示され、2015 年本校教
諭が訪問し準備を本格的に進めることで合意
した。

・附属坂戸高等学校のスーパーグローバルハイスク
ール事業に関する支援
・スーパーグローバル大学事業，大学の世界展開力
事業に対する支援
・ESD およびその後継事業である GAP 活動に関
する国際協力
・生物多様性保全に関する学術交流の促進支援

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

インドネシアユネスコ国内委員
会との連携

フィリピン大学附属ル
ーラル高等学校

2015.9.1 2016.11.1 ～
2021.10.31
2023 年度現在更
新手続き中

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において附
属高校フォーラムが開催された際に、国際教
育担当教員間で連携に向けた協議を開始。そ
の後、卒業研究に関する相互受入・支援、高
校生国際 ESD シンポジウムにおける協働活
動を重ね、2016 年に交流協定に関する合
意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生とフィリピンに渡航でき
る機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・フィリピンから筑波大学へ進学を希望する生徒を
発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の国際協
働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）

インドネシア共和国
インドネシア教育大学
附属高等学校

2023.8.7 2023.8.7 ～
2028.8.6

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

インドネシア教育大学附属高等学校では、
ESD や SDGs に関係する探究活動も実施さ
れている。その成果は、本校が主催して実施
している「高校生国際 ESD シンポジウム」
に 2020 年度から参加している。また、
2020 年度から、SEAMEO の国際プロジ
ェクト SEA-teacher を相互に受け入れてお
り、本学の学類生の国際的な活動の推進にも
つながる。高校、大学双方に効果の期待でき
るため締結を行った。

・科学教育に熱心な高校であり、科学分野の探究活
動について、相互の知見の共有ができる。
・SEA-Teacher による国際教育実習で、受け入れ
側としては生徒、教員の国際化、送り出しとして
は、筑波大学の学類生が、海外で教育インターンシ
ップに取り組む際に、受け入れ側高校から多くの情
報を得ることができる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動

タイ
カセサート大学附属高
等学校

2017.11.9 2023.2.10
～ 2028.2.9

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において附
属高校フォーラムが開催された際に、国際教
育担当教員間で連携に向けた協議を開始。そ
の後、卒業研究に関する相互受入・支援、高
校生国際 ESD シンポジウムにおける協働活
動を重ね、2017 年に交流協定に関する合
意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生としてタイに渡航できる
機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う場を提
供できる。
・タイから筑波大学へ進学を希望する生徒を発掘で
きる。④高校生、学類生、大学院生の国際協働学習
の機会を与えられる。

相互訪問および協働的
教育活動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その他一
般的交流活動（交換留学含む）
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項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属視覚
特別支援学校

タイ視覚障害者支援ク
リスチャン財団及び財
団管理下の盲学校、視
覚障害関連教育・福祉
施設（タイ）

2020.1.13 2020.1.1 ～
2024.12.31

短期留学を含めた生
徒間の学習活動の交
流
視覚障害教育及び関
連分野に関する情報
交換

両組織の生徒の交流活動
を通して、生徒の国際感
覚及び学力の向上を推進
する
両国の文化について深く
学び合うとともに、視覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国ならびに両組
織の発展に寄与する

2015 年から 2017 年にかけて、教育長
裁量経費によりタイプログラムを実施。高等
部生徒が毎年タイに渡航し、タイの視覚障害
生徒との交流が行われた。
2018 年度からは、文部科学省トビタテ！
留学 JAPAN の制度を活用し、高等部生徒
の短期留学が始まる。今後短期留学を定期的
に実施する計画があることから、2019 年
に協定について打診し、2020 年 1 月に締
結に至った。

生徒の国際的素養や国際感覚を身につけ、将来世界
で活躍する視覚障害者を育成することができる。
国際教育拠点の視覚特別支援学校として、日本の視
覚障害教育をタイに発信及び展開させていく。また
タイのインクルーシブ教育にも貢献できる。

学校訪問、視覚障害教
育に関する情報交換等

短期留学プログラムの実施
Zoom を含む web 会議システム
を活用した交流活動

附属聴覚
特別支援学校

フランス共和国
国立パリ聾学校

2003.9.22 2021.9.30 ～
2026.9.29

初等中等教育（特別
支援教育）における
生徒間交流

フランスと日本両国の友
好と親善を促進するとと
もに、両国の聴覚障害教
育の発展に寄与する

1999 年頃、本校高等部専攻科生徒とパリ
聾学校高等部職業科生徒の間で文通を開始し
た。
2002 年、パリ聾学校長から姉妹提携の申
し出があり、2003 年 9 月、パリ聾学校に
て、交流協定書を交わした。

日本の聴覚特別支援学校（聾学校）を代表する本校
が、世界最初の聾学校である国立パリ聾学校と交流
関係を持つことは、グローバル化を目指す筑波大学
に寄与できる。

教科指導や聴覚障害教
育におけるグローバル
人材育成についての情
報交換および意見交
換。

交流会や授業交流（英語・体育
等）の実施

大韓民国
国立ソウル聾学校

2015.6.1 2023.6.1 ～
2028.5.30

生徒間の学習活動の
交流、聴覚障害教育
および関連分野に関
する情報交換

両校は、特別支援教育と
りわけ聴覚障害教育に関
わる教員交流・生徒交
流・情報交換を通して、
両国の文化について深く
学び合うと共ともに聴覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国並びに両校の
発展に寄与する。

2008 年、筑波大学教員と本校校長他が美
術教育における ICT 教材の共同研究をすす
めるために訪問、その後、本校中学部生徒と
の E-mail での交流活動を行うなど交流協定
の基盤を築き締結に至った。

スーパーグローバル大学である本学の附属学校とし
て、聴覚障害教育の専門性の向上に貢献でき、韓国
の特別支援教育に関する最新情報（障害者の権利に
関する条約批准の状況、教育課程、教科書等）を得
ることができる。

学校訪問、情報交換 ネットワーク回線を利用した遠隔
地間授業交流

研究会等での発表

附属大塚
特別支援学校

大韓民国
大邱大学校大邱保明学
校

2009.12.29 2009.12.29 ～
2014.12.28

知的障害教育の実
践・研究（指導法・
教育課程・教材教具
等）

教員の交流、生徒の交
流、共同研究・研究交流
の推進、研究成果・研究
資料の交換等

筑波大学の障害科学系と大邱大学障害児教育
が既に交流協定を締結しており、本学と同様
の特別支援学校を有することから、学校間交
流にまで協定を広げ、現場での教育実践・研
究の国際教育協力を推進する必要があった。

両国が同じような教育条件・教育環境にあることか
ら、特別支援教育に関してアジアからの情報発信が
できる。特別支援学校が 5 校（視覚障害・聴覚障
害・肢体不自由・情緒障害・知的障害）あることの
共通性を生かして、他 4 校の交流に発展できる。

両校とも校費による海
外出張で相互に交流す
る。

メールや HP などを通じて幼児
児童生徒間の交流を進め、将来は
高等部修学旅行を韓国として、大
邱保明学校への交流訪問を実現さ
せたい。

大邱保明学校には、日本語に比
較的堪能な教諭がおり、大邱大
学教員（洪先生 本学障害科学
系 DC 修了）が通訳しなくて
も交流が可能であることが分か
った。

インドネシア共和国
チパガンティ特別支援
学校

2018.2. 2018.2. ～
2020.2

知的障害特別支援学
校における授業研究
会をとおした情報交
換・交流

・授業研究会による交流
において教師の授業力の
向上を図る

2017 年 11 月に、本校の教諭２名がチパ
ガンディ特別支援学校を訪問した。授業研究
会に参加し、インドネシア教育大学にて日本
の知的障害特別支援学校の教育について講演
をした。講演には、インドネシア国内から特
別支援教育に携わる 500 人以上の教員が集
まり、日本の特別支援教育への関心の高さが
窺えた。授業研究交流を通して互いに意見交
換を行うことで、双校の教師の授業力の向上
を期待できると考えた。

・授業研究交流を通して互いに意見交換を行うこと
で、双校の教師の授業力の向上を期待できる。
・交流を通して得られた知見の発表し、知的障害教
育の実践分野における国際教育拠点として貢献でき
る。

互いの学校の授業研究
会に教諭をそれぞれ派
遣し、情報交換、意見
交換を行う。
授 業 研 究 に お け る
Web 会議を通して、
教員間の相互の専門性
の向上を図る。事前に
授業研究の動画と指導
計画（翻訳済み）を確
認してから研究会議に
臨む。

Web 環境を整え、今後生徒間の
交流をインターネット回線やビデ
オレター等を使って交流を実施さ
せたい。

交流時期と両国を結ぶ通訳者の
安定的な供給が必要である。そ
の為の予算確保。

附属桐が丘
特別支援学校

大韓民国
セロム学校

（旧三育再活学校）

2010.2.3 2018.2.13 ～
2023.2.12
更新なし

・児童生徒間の学習
活動の交流
・肢体不自由教育及
び関連分野に関する
情報交換

・日韓両国の肢体不自由
教育の充実と発展に寄与
するため。
・国際教育の視点の一つ
である日韓の相互理解と
親善を図るため。
・附属学校の中期目標に
挙げている“国際教育拠
点事業”の一層の充実を
図るため。

2007 年・2008 年、両校の研究部長が双
方で開催された研究会に出席し、それぞれ取
組を発表。2008 年度末、本校の代表生徒
1 名を含む訪問団を同校に派遣。2009
年、校長ほか 2 名が同校を訪問し、国際交
流協定締結に向けた事前調整を実施。同時に
スカイプを使った交流授業を開始。2010
年 2 月、再び同校の校長、研究部長等を本
校の研究協議会に招聘し、開催前日に国際交
流協定を締結。

・お互いの学校の研究テーマに沿って意見交換、情
報交換ができる。また、研究発表の場を相互に設け
ることができる。
・児童生徒の異文化理解を広げ、海外の児童生徒と
コミュニケーションする機会を確保することができ
る。（外国語学習への意欲を高める。）
・筑波大学と桐が丘特別支援学校の存在を韓国でよ
り広く知ってもらえる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換、研究会
参加、研究成果共同出
版。

学校訪問、ビデオレター等の交
換、図工・美術等の作品交換、行
事等の紹介、スカイプを使った交
流授業。

2010 年、高等部 3 年が韓国
に修学旅行で渡航し、三育再活
学校（現セロム学校）を表敬訪
問。当初、高等部生徒による交
流 活 動 だ け で あ っ た が、
2012 年より小学部児童・中
学部生徒も交流活動に加わるよ
うになった。

台湾
国立南投特殊教育学校

2016.11.24 2016.11.24 ～
2021.11.23
更新なし

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 5 月、台湾国立南投特殊教育学校
の校務顧問が来校し、国際交流協定締結の可
否について打診。これを受け、同年 11 月に
本校校長ほか 3 名が同校を視察し、国際交
流協定の締結の可否について検討。2015
年 10 月、同校校長を含む訪問団が来校し、
その際に 2016 年の国際交流協定締結を約
束するに至った。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新たに台湾
交流を始めることにより、児童生徒の異文化理解の
場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介、スカイプを使
った交流授業。

現時点では、高等部生徒による
交流活動のみ。

台湾
国立和美実験学校

2016.11.25 2016.11.25 ～
2021.11.24
2023 年度現在更
新手続き中

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 11 月、本校校長ほか 3 名が、台
湾唯一の肢体不自由者を教育する特殊教育学
校である同校を視察。2015 年 11 月、本
校副校長ほか 2 名と代表生徒 2 名で同校を
訪問し、国際交流協定締結の可否について打
診。その際、2016 年の国際交流協定締結
について内諾を得た。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新たに台湾
交流を始めることにより、児童生徒の異文化理解の
場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介。スカイプを使
った交流授業。

現時点では、高等部生徒による
交流活動のみ。
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項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属視覚
特別支援学校

タイ視覚障害者支援ク
リスチャン財団及び財
団管理下の盲学校、視
覚障害関連教育・福祉
施設（タイ）

2020.1.13 2020.1.1 ～
2024.12.31

短期留学を含めた生
徒間の学習活動の交
流
視覚障害教育及び関
連分野に関する情報
交換

両組織の生徒の交流活動
を通して、生徒の国際感
覚及び学力の向上を推進
する
両国の文化について深く
学び合うとともに、視覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国ならびに両組
織の発展に寄与する

2015 年から 2017 年にかけて、教育長
裁量経費によりタイプログラムを実施。高等
部生徒が毎年タイに渡航し、タイの視覚障害
生徒との交流が行われた。
2018 年度からは、文部科学省トビタテ！
留学 JAPAN の制度を活用し、高等部生徒
の短期留学が始まる。今後短期留学を定期的
に実施する計画があることから、2019 年
に協定について打診し、2020 年 1 月に締
結に至った。

生徒の国際的素養や国際感覚を身につけ、将来世界
で活躍する視覚障害者を育成することができる。
国際教育拠点の視覚特別支援学校として、日本の視
覚障害教育をタイに発信及び展開させていく。また
タイのインクルーシブ教育にも貢献できる。

学校訪問、視覚障害教
育に関する情報交換等

短期留学プログラムの実施
Zoom を含む web 会議システム
を活用した交流活動

附属聴覚
特別支援学校

フランス共和国
国立パリ聾学校

2003.9.22 2021.9.30 ～
2026.9.29

初等中等教育（特別
支援教育）における
生徒間交流

フランスと日本両国の友
好と親善を促進するとと
もに、両国の聴覚障害教
育の発展に寄与する

1999 年頃、本校高等部専攻科生徒とパリ
聾学校高等部職業科生徒の間で文通を開始し
た。
2002 年、パリ聾学校長から姉妹提携の申
し出があり、2003 年 9 月、パリ聾学校に
て、交流協定書を交わした。

日本の聴覚特別支援学校（聾学校）を代表する本校
が、世界最初の聾学校である国立パリ聾学校と交流
関係を持つことは、グローバル化を目指す筑波大学
に寄与できる。

教科指導や聴覚障害教
育におけるグローバル
人材育成についての情
報交換および意見交
換。

交流会や授業交流（英語・体育
等）の実施

大韓民国
国立ソウル聾学校

2015.6.1 2023.6.1 ～
2028.5.30

生徒間の学習活動の
交流、聴覚障害教育
および関連分野に関
する情報交換

両校は、特別支援教育と
りわけ聴覚障害教育に関
わる教員交流・生徒交
流・情報交換を通して、
両国の文化について深く
学び合うと共ともに聴覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国並びに両校の
発展に寄与する。

2008 年、筑波大学教員と本校校長他が美
術教育における ICT 教材の共同研究をすす
めるために訪問、その後、本校中学部生徒と
の E-mail での交流活動を行うなど交流協定
の基盤を築き締結に至った。

スーパーグローバル大学である本学の附属学校とし
て、聴覚障害教育の専門性の向上に貢献でき、韓国
の特別支援教育に関する最新情報（障害者の権利に
関する条約批准の状況、教育課程、教科書等）を得
ることができる。

学校訪問、情報交換 ネットワーク回線を利用した遠隔
地間授業交流

研究会等での発表

附属大塚
特別支援学校

大韓民国
大邱大学校大邱保明学
校

2009.12.29 2009.12.29 ～
2014.12.28

知的障害教育の実
践・研究（指導法・
教育課程・教材教具
等）

教員の交流、生徒の交
流、共同研究・研究交流
の推進、研究成果・研究
資料の交換等

筑波大学の障害科学系と大邱大学障害児教育
が既に交流協定を締結しており、本学と同様
の特別支援学校を有することから、学校間交
流にまで協定を広げ、現場での教育実践・研
究の国際教育協力を推進する必要があった。

両国が同じような教育条件・教育環境にあることか
ら、特別支援教育に関してアジアからの情報発信が
できる。特別支援学校が 5 校（視覚障害・聴覚障
害・肢体不自由・情緒障害・知的障害）あることの
共通性を生かして、他 4 校の交流に発展できる。

両校とも校費による海
外出張で相互に交流す
る。

メールや HP などを通じて幼児
児童生徒間の交流を進め、将来は
高等部修学旅行を韓国として、大
邱保明学校への交流訪問を実現さ
せたい。

大邱保明学校には、日本語に比
較的堪能な教諭がおり、大邱大
学教員（洪先生 本学障害科学
系 DC 修了）が通訳しなくて
も交流が可能であることが分か
った。

インドネシア共和国
チパガンティ特別支援
学校

2018.2. 2018.2. ～
2020.2

知的障害特別支援学
校における授業研究
会をとおした情報交
換・交流

・授業研究会による交流
において教師の授業力の
向上を図る

2017 年 11 月に、本校の教諭２名がチパ
ガンディ特別支援学校を訪問した。授業研究
会に参加し、インドネシア教育大学にて日本
の知的障害特別支援学校の教育について講演
をした。講演には、インドネシア国内から特
別支援教育に携わる 500 人以上の教員が集
まり、日本の特別支援教育への関心の高さが
窺えた。授業研究交流を通して互いに意見交
換を行うことで、双校の教師の授業力の向上
を期待できると考えた。

・授業研究交流を通して互いに意見交換を行うこと
で、双校の教師の授業力の向上を期待できる。
・交流を通して得られた知見の発表し、知的障害教
育の実践分野における国際教育拠点として貢献でき
る。

互いの学校の授業研究
会に教諭をそれぞれ派
遣し、情報交換、意見
交換を行う。
授 業 研 究 に お け る
Web 会議を通して、
教員間の相互の専門性
の向上を図る。事前に
授業研究の動画と指導
計画（翻訳済み）を確
認してから研究会議に
臨む。

Web 環境を整え、今後生徒間の
交流をインターネット回線やビデ
オレター等を使って交流を実施さ
せたい。

交流時期と両国を結ぶ通訳者の
安定的な供給が必要である。そ
の為の予算確保。

附属桐が丘
特別支援学校

大韓民国
セロム学校

（旧三育再活学校）

2010.2.3 2018.2.13 ～
2023.2.12
更新なし

・児童生徒間の学習
活動の交流
・肢体不自由教育及
び関連分野に関する
情報交換

・日韓両国の肢体不自由
教育の充実と発展に寄与
するため。
・国際教育の視点の一つ
である日韓の相互理解と
親善を図るため。
・附属学校の中期目標に
挙げている“国際教育拠
点事業”の一層の充実を
図るため。

2007 年・2008 年、両校の研究部長が双
方で開催された研究会に出席し、それぞれ取
組を発表。2008 年度末、本校の代表生徒
1 名を含む訪問団を同校に派遣。2009
年、校長ほか 2 名が同校を訪問し、国際交
流協定締結に向けた事前調整を実施。同時に
スカイプを使った交流授業を開始。2010
年 2 月、再び同校の校長、研究部長等を本
校の研究協議会に招聘し、開催前日に国際交
流協定を締結。

・お互いの学校の研究テーマに沿って意見交換、情
報交換ができる。また、研究発表の場を相互に設け
ることができる。
・児童生徒の異文化理解を広げ、海外の児童生徒と
コミュニケーションする機会を確保することができ
る。（外国語学習への意欲を高める。）
・筑波大学と桐が丘特別支援学校の存在を韓国でよ
り広く知ってもらえる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換、研究会
参加、研究成果共同出
版。

学校訪問、ビデオレター等の交
換、図工・美術等の作品交換、行
事等の紹介、スカイプを使った交
流授業。

2010 年、高等部 3 年が韓国
に修学旅行で渡航し、三育再活
学校（現セロム学校）を表敬訪
問。当初、高等部生徒による交
流 活 動 だ け で あ っ た が、
2012 年より小学部児童・中
学部生徒も交流活動に加わるよ
うになった。

台湾
国立南投特殊教育学校

2016.11.24 2016.11.24 ～
2021.11.23
更新なし

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 5 月、台湾国立南投特殊教育学校
の校務顧問が来校し、国際交流協定締結の可
否について打診。これを受け、同年 11 月に
本校校長ほか 3 名が同校を視察し、国際交
流協定の締結の可否について検討。2015
年 10 月、同校校長を含む訪問団が来校し、
その際に 2016 年の国際交流協定締結を約
束するに至った。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新たに台湾
交流を始めることにより、児童生徒の異文化理解の
場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介、スカイプを使
った交流授業。

現時点では、高等部生徒による
交流活動のみ。

台湾
国立和美実験学校

2016.11.25 2016.11.25 ～
2021.11.24
2023 年度現在更
新手続き中

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 11 月、本校校長ほか 3 名が、台
湾唯一の肢体不自由者を教育する特殊教育学
校である同校を視察。2015 年 11 月、本
校副校長ほか 2 名と代表生徒 2 名で同校を
訪問し、国際交流協定締結の可否について打
診。その際、2016 年の国際交流協定締結
について内諾を得た。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新たに台湾
交流を始めることにより、児童生徒の異文化理解の
場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方
法等について意見交
換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介。スカイプを使
った交流授業。

現時点では、高等部生徒による
交流活動のみ。
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締結・更新の記録

年　　　度 学　校　名 新規／更新 相手校・機関

平成 21（2009）年度以前

附属中学校 新規 北京師範大学第二附属高校（中華人民共和国）

附属高等学校 新規 〃

附属駒場中・高等学校 新規 〃

附属聴覚特別支援学校 新規 国立パリ聾学校（フランス共和国）

附属大塚特別支援学校 新規 大邱大学校大邱保明学校（大韓民国）

附属桐が丘特別支援学校 新規 三育再活学校（大韓民国）

平成 22（2010）年度 附属坂戸高等学校 新規 ボゴール農科大学附属コルニタ高等学校（インドネシア共和国）

平成 23（2011）年度

附属中学校 更新 北京師範大学第二附属高校（中華人民共和国）

附属高校 更新 〃

附属駒場中・高等学校 更新 〃

附属久里浜特別支援学校 新規 浙江省寧波市達敏学校（中華人民共和国）

平成 24（2012）年度 附属坂戸高等学校 新規 林業省附属林業教育センター（インドネシア共和国）

平成 26（2014）年度
附属桐が丘特別支援学校 更新 セロム学校（旧三育再活学校）（大韓民国）

附属久里浜特別支援学校 新規 江蘇省蘇州工業園区仁愛学校（中華人民共和国）

平成 27（2015）年度

附属駒場中・高等学校 新規 国立台中第一高級中学（中華民国（台湾））

附属坂戸高等学校 更新 ボゴール農科大学附属コルニタ高等学校（インドネシア共和国）

〃 新規 国立パダン第 6 高等学校（インドネシア共和国）

附属聴覚特別支援学校 更新 国立パリ聾学校（フランス共和国）

〃 新規 国立ソウル聾学校（大韓民国）

平成 28（2016）年度

附属小学校 新規 光州松源初等学校（大韓民国）

附属坂戸高等学校 新規 フィリピン大学附属ルーラル高等学校（フィリピン共和国）

附属桐が丘特別支援学校 新規 国立和美実験学校（台湾）

〃 新規 国立南投特殊教育学校（台湾）

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属久里浜
特別支援学校

中華人民共和国
浙江省寧波市
達敏学校

2011.8.29 2023.7.3 ～
2028.7.2

・教員間の教育実践
研究
・児童生徒間の教育
活動

・日中両国の自閉症児教
育の充実と発展に寄与す
るため。
・日中の相互理解と親善
を図る。

・2011 年に姉妹校締結を結び、2016 年
に期間更新を行い、現在に至る。
新型コロナウィルス感染拡大の影響により、
交流活動は中断していたが、達敏学校の陳岱
校長から、「両国の特別支援教育を発展させ
るために今後も深く協力したい」旨の連絡が
あった。加えて、杭州市で開催予定の第 19
回アジア競技大会に向けて、児童生徒同士の
交流も充実させたいという熱い要望があっ
た。さらに、年度途中で赴任した陸雪萍校長
からも、姉妹校の再締結やオンラインでの教
員間や児童生徒間の交流についての要望を受
けた。

・達敏学校と本校は、これまで教員が相互に訪問し
て交流を重ね、日中両国の自閉症教育について情報
交換を行ってきた。加えて、達敏学校からの研修生
を受け入れ、知的障害を伴う自閉症児に特化した教
育課程や効果的な支援方法について講義を実施して
きた。今後も、オンラインでの授業研究会等の実施
を通して、教育実践の面においての交流を深めるこ
とで、達敏学校の自閉症教育に関する専門性を高め
ることができると考える。また、アジア競技大会に
向けて、児童生徒同士の交流も充実させたい。こう
した交流は日中友好の観点からも有意義な効果が得
られると期待される。

・中国のリモートワー
クアプリケーション

「DingTalk」 を 使 用
し、オンラインでの交
流を進めている。姉妹
校締結式の機会を活用
し、双方の学校紹介動
画の視聴を通して、教
員間で相手国の文化や
自閉症教育への理解を
深めた。達敏学校にお
ける国際交流の窓口兼
通訳である刘畅教諭と
定期的にやり取りをし
ながら、今後の交流の
方向性を検討中であ
る。

・2023 年に中国杭州で開催さ
れたアジア競技大会に向けて、第
1 回目の幼児児童の交流を行っ
た。クイズ大会やダンス披露など
の活動を通して、世界の国や様々
な競技への興味・関心を高めるこ
とができた。今度も、活動の形態
や内容を工夫しながら、幼児児童
同士の交流を継続する。

・2014 年には、二度にわた
り本校教員が達敏学校を訪問
し、達敏学校幼稚部新設に伴い
本校の指導実践と家族支援につ
いての情報提供や情報交換を実
施した。
2015 年 と 2017 年 に お い
て、達敏学校の現職教員 10 名
程度を研修生として受け入れ、
本校の教育課程や自閉症児の障
害特性に応じた指導に関する講
義を実施し、自閉症教育につい
ても意見交換や授業実践につい
ての協議を行った。

中華人民共和国
江蘇省蘇州工業園区
仁愛学校

2022.11.17 2022.11.17 ～
2027.11.16

・教員間の教育実践
研究

・日中間の文化交流を深
め、両国の特別支援教育
領域の促進を図るため。

・新型コロナウィルス感染拡大の影響によ
り、交流活動は中断していたが、仁愛学校の
唐妍教諭から交流を再開したいという連絡が
あった。仁愛学校の創立 10 周年を記念し
て、中国全土を対象として自閉症児交流会を
開催するため、本校に日本の実践を紹介して
ほしいこと、仁愛学校の教員が本校研究会に
参加したいことなどの要望を受けている。ま
た、同校には、日本の大学院を修了した教員
が在籍しており、今後の交流に向けての窓口
や通訳として適任であり、連絡調整が円滑に
進む利点がある。

・仁愛学校と本校は、2014 年から 2019 年まで
国際交流協定を締結し、教員が相互に訪問して交流
を重ねてきた。新型コロナウィルス感染拡大の影響
により、交流活動は中断していたが、オンラインを
活用し、授業研究会や研修会を実施することで、本
校教員の専門性を高めながら、仁愛学校の自閉症教
育の発展にも寄与できると考える。

・中国のリモートワー
クアプリケーション

「DingTaik」 を 使 用
し、オンラインでの交
流を進めている。仁愛
学校における国際交流
の窓口兼通訳である唐
妍教諭と、双方の学校
の現状や課題に関する
情報交換を行い、今後
の交流の方向性につい
て検討を重ねた。試行
的に翻訳機能を活用し
ながら、複数の教員間
でやり取りしながら、
教員間での活発な交流
方法を模索中である。

・予定なし ・仁愛学校の創立 10 周
年を記念して、中国全土
を対象とした自閉症児研
究会が開催された。「よ
り良い生活に向けた自閉
症児童教育の新たな探求

（日本語訳）」のテーマの
もと、オンラインで中国
全土を対象とし、教職員
が集まり、中国における
自閉症教育への関心の高
さが伺えた。仁愛学校か
ら事例提供の依頼を受
け、本校教諭が事例発表
を行った。仁愛学校から
も教職員が本校研究会に
参加したい旨の要望があ
り、今後、双方の研究会
への参加等を積極的に行
い、双方の教育実践の理
解を深めていきたい。

・2014 年 か ら 2019 年 ま
で、国際交流協定を締結し、現
在に至る。
2014 には、二度にわたり本
校教員が仁愛学校を訪問した。
中国全土か約 50 名の教員を集
めて開催された「日中自閉症教
育シンポジウム」にも参加し、
本校の教育課程等について発表
した。
2016 年以降は、スカイプを
利用した授業研究会を継続して
きた。互いの授業に対して、双
方の教師が具体的に協議をする
ことを通して、お互いの文化へ
の関心や理解を深めながら、教
育観の違いやその背景について
知る貴重な機会となった。
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項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属久里浜
特別支援学校

中華人民共和国
浙江省寧波市
達敏学校

2011.8.29 2023.7.3 ～
2028.7.2

・教員間の教育実践
研究
・児童生徒間の教育
活動

・日中両国の自閉症児教
育の充実と発展に寄与す
るため。
・日中の相互理解と親善
を図る。

・2011 年に姉妹校締結を結び、2016 年
に期間更新を行い、現在に至る。
新型コロナウィルス感染拡大の影響により、
交流活動は中断していたが、達敏学校の陳岱
校長から、「両国の特別支援教育を発展させ
るために今後も深く協力したい」旨の連絡が
あった。加えて、杭州市で開催予定の第 19
回アジア競技大会に向けて、児童生徒同士の
交流も充実させたいという熱い要望があっ
た。さらに、年度途中で赴任した陸雪萍校長
からも、姉妹校の再締結やオンラインでの教
員間や児童生徒間の交流についての要望を受
けた。

・達敏学校と本校は、これまで教員が相互に訪問し
て交流を重ね、日中両国の自閉症教育について情報
交換を行ってきた。加えて、達敏学校からの研修生
を受け入れ、知的障害を伴う自閉症児に特化した教
育課程や効果的な支援方法について講義を実施して
きた。今後も、オンラインでの授業研究会等の実施
を通して、教育実践の面においての交流を深めるこ
とで、達敏学校の自閉症教育に関する専門性を高め
ることができると考える。また、アジア競技大会に
向けて、児童生徒同士の交流も充実させたい。こう
した交流は日中友好の観点からも有意義な効果が得
られると期待される。

・中国のリモートワー
クアプリケーション

「DingTalk」 を 使 用
し、オンラインでの交
流を進めている。姉妹
校締結式の機会を活用
し、双方の学校紹介動
画の視聴を通して、教
員間で相手国の文化や
自閉症教育への理解を
深めた。達敏学校にお
ける国際交流の窓口兼
通訳である刘畅教諭と
定期的にやり取りをし
ながら、今後の交流の
方向性を検討中であ
る。

・2023 年に中国杭州で開催さ
れたアジア競技大会に向けて、第
1 回目の幼児児童の交流を行っ
た。クイズ大会やダンス披露など
の活動を通して、世界の国や様々
な競技への興味・関心を高めるこ
とができた。今度も、活動の形態
や内容を工夫しながら、幼児児童
同士の交流を継続する。

・2014 年には、二度にわた
り本校教員が達敏学校を訪問
し、達敏学校幼稚部新設に伴い
本校の指導実践と家族支援につ
いての情報提供や情報交換を実
施した。
2015 年 と 2017 年 に お い
て、達敏学校の現職教員 10 名
程度を研修生として受け入れ、
本校の教育課程や自閉症児の障
害特性に応じた指導に関する講
義を実施し、自閉症教育につい
ても意見交換や授業実践につい
ての協議を行った。

中華人民共和国
江蘇省蘇州工業園区
仁愛学校

2022.11.17 2022.11.17 ～
2027.11.16

・教員間の教育実践
研究

・日中間の文化交流を深
め、両国の特別支援教育
領域の促進を図るため。

・新型コロナウィルス感染拡大の影響によ
り、交流活動は中断していたが、仁愛学校の
唐妍教諭から交流を再開したいという連絡が
あった。仁愛学校の創立 10 周年を記念し
て、中国全土を対象として自閉症児交流会を
開催するため、本校に日本の実践を紹介して
ほしいこと、仁愛学校の教員が本校研究会に
参加したいことなどの要望を受けている。ま
た、同校には、日本の大学院を修了した教員
が在籍しており、今後の交流に向けての窓口
や通訳として適任であり、連絡調整が円滑に
進む利点がある。

・仁愛学校と本校は、2014 年から 2019 年まで
国際交流協定を締結し、教員が相互に訪問して交流
を重ねてきた。新型コロナウィルス感染拡大の影響
により、交流活動は中断していたが、オンラインを
活用し、授業研究会や研修会を実施することで、本
校教員の専門性を高めながら、仁愛学校の自閉症教
育の発展にも寄与できると考える。

・中国のリモートワー
クアプリケーション

「DingTaik」 を 使 用
し、オンラインでの交
流を進めている。仁愛
学校における国際交流
の窓口兼通訳である唐
妍教諭と、双方の学校
の現状や課題に関する
情報交換を行い、今後
の交流の方向性につい
て検討を重ねた。試行
的に翻訳機能を活用し
ながら、複数の教員間
でやり取りしながら、
教員間での活発な交流
方法を模索中である。

・予定なし ・仁愛学校の創立 10 周
年を記念して、中国全土
を対象とした自閉症児研
究会が開催された。「よ
り良い生活に向けた自閉
症児童教育の新たな探求

（日本語訳）」のテーマの
もと、オンラインで中国
全土を対象とし、教職員
が集まり、中国における
自閉症教育への関心の高
さが伺えた。仁愛学校か
ら事例提供の依頼を受
け、本校教諭が事例発表
を行った。仁愛学校から
も教職員が本校研究会に
参加したい旨の要望があ
り、今後、双方の研究会
への参加等を積極的に行
い、双方の教育実践の理
解を深めていきたい。

・2014 年 か ら 2019 年 ま
で、国際交流協定を締結し、現
在に至る。
2014 には、二度にわたり本
校教員が仁愛学校を訪問した。
中国全土か約 50 名の教員を集
めて開催された「日中自閉症教
育シンポジウム」にも参加し、
本校の教育課程等について発表
した。
2016 年以降は、スカイプを
利用した授業研究会を継続して
きた。互いの授業に対して、双
方の教師が具体的に協議をする
ことを通して、お互いの文化へ
の関心や理解を深めながら、教
育観の違いやその背景について
知る貴重な機会となった。

年　　　度 学　校　名 新規／更新 相手校・機関

平成 29（2017）年度

附属坂戸高等学校 新規 カセサート大学附属高等学校（タイ）

附属大塚特別支援学校 新規 チパガンティ特別支援学校（インドネシア共和国）

附属桐が丘特別支援学校 更新 社会福祉法人 SRC 附属広州セロム学校（旧セロム学校）（大韓民国）

平成 30（2018）年度 附属聴覚特別支援学校 更新 国立ソウル聾学校（大韓民国）

令和元（2019）年度 附属視覚特別支援学校 新規 タイ視覚障害者支援クリスチャン財団及び財団管理下の盲学校、視覚
障害関連教育・福祉施設（タイ）

令和 2（2020）年度 附属駒場中・高等学校 更新 台中市立第一高級中学（中華民国（台湾））

令和 3（2021）年度 附属聴覚特別支援学校 更新 国立パリ聾学校（フランス共和国）

令和 4（2022）年度

附属久里浜特別支援学校 更新 江蘇省蘇州工業園区仁愛学校（中華人民共和国）

附属坂戸高等学校 更新 ボゴール農科大学附属コルニタ高等学校（インドネシア共和国）

〃 更新 カセサート大学附属高等学校（タイ）

〃 更新手続き中 林業省附属林業教育センター（インドネシア共和国）

令和 5（2023）年度

附属聴覚特別支援学校 更新 国立ソウル聾学校（大韓民国）

附属久里浜特別支援学校 更新 浙江省寧波市達敏学校（中華人民共和国）

附属坂戸高等学校 新規 インドネシア教育大学附属高等学校（インドネシア共和国）

〃 更新手続き中 林業省附属林業教育センター（インドネシア共和国）

〃 更新手続き中 フィリピン大学附属ルーラル高等学校（フィリピン）

附属桐が丘特別支援学校 更新手続き中 国立和美実験学校（台湾）
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（資料）報告書発行の記録

第１集（2007 ～ 2008 年度）� 2009 年２月発行
　国際教育が学校教育を豊かにする
　　　～附属学校の「国際教育拠点」構想に関わって～

第２集（2009 ～ 2010 年度）� 2011 年７月発行
　国際教育が学校教育を豊かにする
　　　～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第３集（2011 年度）� 2012 年３月発行
　国際教育が学校教育を豊かにする
　　　～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第４集（2012 年度）� 2013 年３月発行
　新たな国際教育の展開
　　　～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第５集（2013 年度）� 2014 年３月発行
　附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
　　　～グローバル人材の育成を目指して～

第６集（2014 年度）� 2015 年３月発行
　附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
　　　～グローバル人材育成の充実を目指して～

第７集（2015 年度）� 2016 年３月発行
　附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
　　　～ダイバーシティ共生社会を創る人材育成の発展を目指して～

第８集（2016 年度）� 2017 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第９集（2017 年度）� 2018 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 10 集（2018 年度）� 2019 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 11 集（2019 年度）� 2020 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 12 集（2020 年度）� 2021 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 13 集（2021 年度）� 2022 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 14 集（2022 年度）� 2023 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進

第 15 集（2023 年度）� 2024 年３月発行
　附属学校群の国際教育の推進



  83  

令和５年度附属学校国際教育推進委員会名簿

委員長（教育長補佐）　　　　　　 梶　山　正　明

副委員長（准教授）　　　　　　　 飯　田　順　子

副委員長
（附属坂戸高等学校主幹教諭）　　　建　元　喜　寿

教育長　　　　　　　　　　　　　呑　海　沙　織

教育局次長　　　　　　　　　　　雷　坂　浩　之

教育局・講師　　　　　　　　　　木　村　範　子

教育局・特任助教　　　　　　　　田　中　裕　子

附属小学校校長　　　　　　　　　佐々木　昭　弘

　　　　　　　　　　　　　　　　大　野　　　桂　　　　附属小学校　教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　中　島　真紀子　　　　附属中学校　教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　物　井　真　一　　　　附属高等学校　教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　阪　田　卓　洋　　　　附属駒場中・高等学校　主幹教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　青　松　利　明　　　　附属視覚特別支援学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹教諭・高等部主事

　　　　　　　　　　　　　　　　鎌　田　ルリ子　　　　附属聴覚特別支援学校　主幹教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　宮　林　一　菜　　　　附属大塚特別支援学校　教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　田　辺　洋　子　　　　附属桐が丘特別支援学校　教諭

　　　　　　　　　　　　　　　　石　川　千　尋　　　　附属久里浜特別支援学校　教諭


